
投資信託販売におけるインターネット利用の現状 
（２０１２年８月時点） 
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証券会社におけるネット経由の国内投信
販売額推移（半期ベース） 

単位：億円 

日本証券業協会“インターネット取引に関
する調査”２０２年５月より作成 
※直近の集計値は、５３社分 
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投信購入のチャネル（最近半年間）全世代平均 

ＮＲＩ生活者１万人アンケート調査（金融
編）２０１１年９月実施より 

３０代のネットの
み利用は５１％ 

投信残高に占め
る３０代の割合
＝約３％ 

その他の投信購入におけるネット利用 

約４５０万人が参加する確定拠出年金制度
（ＤＣ）では約３割が投信購入＝インフラは
運用機関のネット環境 

運用会社による直接販売＝販売・管理の主
なインフラはインターネット利用 

証券会社におけるネット利用の投信販売は増加
傾向にある。 

一方、地銀やゆうちょなどでは、販売時の窓口
負担を軽減する為、ネット販売に注力している 



参考：株式投信（追加型）の解約率（２０１１年） 

年間解約率（平成２３年） 

全体 40％ 

窓販（金融機関） 27％ 

運用会社の直接販売 5.2％ 

確定拠出年金（ＤＣ）購入分 0.6％ 

野村総研金融審議会資料“金融自由化以
降の投信マーケットの状況と今後の課題”
２０１２年４月より作成 
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資産運用 

資産形成 

解約率が高いから問題があるいう訳ではなく、
投資目的によって解約率は大きく異なる。また、
全体の解約率は投資環境にも大きく影響される。 

投資助言が必要 
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投資の興味 投信選択のポイント 

販売者に薦められて 
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情報集約 

投信の豊富な 
品揃え 

ネット販売態勢の現状について 

ネット上で投資家が投資信託
を選択できる仕組み 

目的確認ツール 

選択ツール 

購入手
続きの
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投信説
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化 
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による
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情報ベンダーが代替
することも可能 

投信目論見
書の簡素化 

投資家を誘導 

投信販売会社 

投信を選択するプロセス 投信を購入するプロセス 
投信を管理する
プロセス 

この部分は、この一年で 
相当程度改善された 

この部分は、販売チャネル毎、異なる目的と対
応でネット利用が進み始めている 

投信協会 

地銀 
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ネット証券 

対面営業 


